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 　　　　　　　　　　　　基本的な助動詞


　中学である程度の助動詞については登場してきました。ある英文を使う人の気持ちが膨
らんでくるのです。断定的な表現を避け，あいまいな表現にすることが可能です。
　使用上の注意等も含め，まず基本的な事柄の復習をしておきましょう。多少高校英語の
範囲についても触れておきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ            
　　　　　　
⑴　助動詞の基本的用法：助動詞＋「動詞の原形」
　　①　Ｉ　ａｍ　ｈｕｎｇｒｙ．（空腹だ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　○自分のことですから事実としてわかりますね。動詞の明確な形（現在形）が用い
　　　　られています。
　　②　Ｔｏｍ　ｍａｙ　ｂｅ　ｈｕｎｇｒｙ，because he didn't have breakfast. 
　　　（トムは朝ごはんを食べなかったからお腹が空いているかもしれない）
　　　○第３者(Tom)のことです。後続の理由の部分から判断すると，「～かもしれない」
　　　　のように，この文を述べている私が『推測』している表現です。
⑵　基本的な助動詞
　⒜ＣＡＮ（過去形はｃｏｕｌｄ）〔≒　ｂｅ　ａｂｌｅ　ｔｏ〕　
　　　①可能・能力「～することができる」（特に問題はありませんね）
　　　②許可「～してもよい」（微妙に違いますが，ほぼｍａｙと同じ用法です）
　　◎③可能性「～する可能性がある／～でありうる」
　　　　Ｗｅ　ａｌｌ　ｃａｎ　ｂｅ　ｔｅａｃｈｅｒｓ．（我々は皆教師になりうる）
　　●④強い推量〔疑問文で〕：「いったい～であろうか」
　　　　Ｃａｎ　ｉｔ　ｂｅ　ｔｒｕｅ　？　（それはいったい本当だろうか）
　　　　　　　　〔否定文で〕：「～のはずがない」
　　　　Ｉｔ　ｃａｎｎｏｔ　ｂｅ　ｔｒｕｅ．（本当のはずがない）
　⒝ＭＡＹ（過去形はｍｉｇｈｔ）
　　　①許可「～してもよい」Ｍａｙ　Ｉ～？の形が有名ですね。
　　　②推量「～だろう／～かもしれない」○これらの例文は省略します。
　⒞ＭＵＳＴ（過去形は，なし！）　〔≒　ｈａｖｅ　ｔｏ〕
　　　①義務・必要「～しなければならない」以下のことを覚えておきましょう。
　　　　否定の内容⇨ｄｏｎ’ｔ(doesn't) ｈａｖｅ　ｔｏ～「～する必要なない」
　　　　　　　　　　または　ｎｅｅｄ　ｎｏｔ　原形
　　　　否定文　　⇨ｍｕｓｔ　ｎｏｔ　原形　『禁止』「～してはならない」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　注意：過去の義務「～しなければならなかった」ｈａｄ　ｔｏ　原形
　　②断定的推量　「～に違いない」
　　　　ｍｕｓｔ～「～に違いない」⇦⇨「～のはずがない」ｃａｎｎｏｔ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（注意）ｍｕｓｔには過去形が存在しません。歴史的にはｍｕｓｔは過去形として
　　　　　用いられ，その後，現在形として使用されるようになりました。
　⒞ＷＩＬＬ／ＳＨＡＬＬ（過去形はｗｏｕｌｄ／ｓｈｏｕｌｄ）
　　○基本的には「未来」の内容を扱っている『英語教室』をご覧下さい。
　　●「未来」のことを表しますが，『現在の気持ち』を表現しているのです。
　　①現在の習慣・習性・傾向「～することがある／～する傾向がある」
　　　Ａｃｃｉｄｅｎｔｓ　ｗｉｌｌ　ｈａｐｐｅｎ．「事故は起こるものだ」
　　②固執・強い意志「どうしても～する」　●一般に否定文で用いられることが多い。
　　　Ｔｈｅ　ｄｏｏｒ　ｗｉｌｌ　ｎｏｔ　ｏｐｅｎ．（ｎｏｔを強めに読みましょう）
　　　（ドアはどうしても開こうとしなかった）
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
●関係代名詞　ＷＨＡＴ
　前号で関係題名委のｗｈａｔについて非常に簡単にご紹介しました。教科書中に出てき
た例を拾ってみましょう。　　　
　⑴ What we say in Japanese is quite different. (Lesson 4, p.42,l.7-8)   
　　（「私たちが日本語で言うこと」はとても異なっている）
　最初のWhatは関係代名詞です。文の先頭ですから，間接疑問文ということはありません。
「～すること」と理解して下さい。また下線部全体が主語として用いられていますから，
大きな「名詞」と考えます。
　補足）この文の different は形容詞ですが，「（何かと何かを比べて）異なって」と
　　　　いう意味でした。be different from ～という使い方で「～とは異なっている」
        となります。from以下を補うと次のようになります。　　　　　　　　　
　　　　What we say in Japanese is quite different from what they say in English. 
　⑵ This is what happens: (Lesson 5, p.55,l.7)
　　（これは「生じること」です）　
  主語が This, 動詞が is。下線部全体は「補語」としての働きです。やはり「名詞」
の固まりということになりますね。
　教科書本文では, Thisというのはこの英文の下にある図を指していました。
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 　　　　　　　　　　　注意すべき助動詞


　今回はｗｏｕｌｄ，ｓｈｏｕｌｄ，ｏｕｇｈｔ　ｔｏ，　ｕｓｅｄ　ｔｏ，　ｎｅｅｄ
について検討し，加えて，覚えておくと便利な慣用表現についてもご紹介しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ            
　　　　　　
⑴　注意すべき助動詞
  ⒜ＷＯＵＬＤ  
　①「過去の不規則な習慣」（よく～したものだった）
　　I would often play baseball after school when I was young.
　　（若い頃は放課後よく野球をしていたものだった）
　　○頻度を表す副詞(often, usually, always, etc.)と共に用いられることがある。
　②「過去における頑固な気持ち」（どうしても～しようとする）　
　　He would not say “Thank you." 
　　（彼はどうしても「ありがとう」と言おうとしなかった）
　　●否定文で用いられる例が多い。
  ⒝ＵＳＥＤ　ＴＯ  
　①「過去の規則的な習慣」（よく～したものだった）
　　I used to play tennis with Mary after school when I was young.
　　（若い頃は放課後よくメアリーとテニスをしたものでした）
　　●「現在はそのような習慣がない」という意味が含まれている。
　②「過去の状態」
　　There used to be a big pond here when I was young.
　　（若い頃はここに大きな池がありました）
  ⒞ＳＨＯＵＬＤ
　①「義務・忠告」（～すべきだ，～した方がいい）
　　You should stay in bed until you get well.  
　　（良くなるまで寝ていた方がいい）
　②「当然の見込み・推量」（当然～のはずだ，～だろう）
　　He started early so he should arrive now. 
　　（早く出発したのだから今頃は到着しているはずだ）
　③ｔｈａｔ節中で用いられる場合：感情・判断・当然・驚き・要求・命令・提案など
　　を表す名詞，形容詞，動詞に続くｔｈａｔ節内で用いられることがある。
　　It is natural that we should be kind to old people. 
　　（お年寄りに親切にするのは当然だ）
　⒟ＯＵＧＨＴ　ＴＯ（ほぼｓｈｏｕｌｄと同様の意味で用いられる）
　　●否定の仕方に注意⇨「ｏｕｇｈｔ　ｎｏｔ　ｔｏ原形」にする。
　　You ought not to give up your dream.（夢をあきらめてはいけない）
　⒠ＮＥＥＤ（～する必要がある）
　　●〔注意〕①否定文と疑問文のみ「助動詞」としての用法がある。
　　　　　　　　②「一般動詞」ではｎｅｅｄ　ｔｏ～の用法がある。
　⒡ＤＡＲＥ（～する勇気がある，大胆にも〔ずうずうしくも〕～する）
　　●用法はｎｅｅｄと同じ注意。
　　He dare not say no to his girlfriend. 
　　（彼はガールフレンドにノーと言う勇気がない）
⑵　慣用表現（その１）
　⒜ｈａｄ　ｂｅｔｔｅｒ〔命令・忠告〕（～しなさい，～した方がいい）　
　　You had better not talk to your teachers like that. 
　　（先生方にそのような口の聞き方をするな）
　　●「～した方がいい」という意味があるが，実際には should や ought to より強い
　　　意味がある。特に例文のように相手に言う場合にはかなり強い意味になる。目上の
　　　人への使用は避けるべき。
  ⒝ｗｏｕｌｄ　ｌｉｋｅ　ｔｏ～（～したいのですが）〔丁寧・控えめな表現〕
　⒞ｃａｎｎｏｔ　ｈｅｌｐ　～ｉｎｇ〔動名詞〕（～せざるをえない）
　　I cannot help crying when I heard the sad news. 
　　（その悲しい知らせを聞いた時，涙を見せずにはいられなかった）　
　　●cannot but 原形や，cannot help but 原形の言い方もあります。
  ⒟ｃａｎｎｏｔ　・・・　ｔｏｏ～（いくら～してもしすぎることはない）
　　We cannot be too careful when we cross the street.
　　（通りを横切る時は，いくら注意してもしすぎることはない）
  ⒠ｗｏｕｌｄ　ｒａｔｈｅｒ　・・・ｔｈａｎ～　（～するよりむしろ・・したい）
　　I would rather stay at home than go out for shopping. 
　　（買い物に行くより，むしろ家にいたい）
　　●ratherやthanの後には「原形」が続きます。　　
  ⒡ｈａｖｅ　ｏｎｌｙ　ｔｏ～（～するだけでいい，～しさえすればよい）
　　You have only to keep smiling.
　　（君はただ微笑んでさえいればよい）
　　○これはテレビＣＭの台詞を英語にしたと考えて結構です。
　　「何ですと？」は⇨ What did you say ? くらいでしょうか。
〔お詫び〕今回は，ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために〕はお休みいたします。
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 　　　　　助動詞＋ｈａｖｅ＋過去分詞形


　助動詞の項も最後になりました。高校英語での最も重要な形について学習しましょう。
またこの考え方は２学期以降の『不定詞・分詞・動名詞』の場合にも重要な考え方になり
ます。しっかり理解しておきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ
　　　　　　
⑴　助動詞＋ｈａｖｅ＋過去分詞形
①この形が必要になった理由
　ｍｕｓｔには２つの意味がありました。
　⒜〔義務〕（～しなければならない）
　⒝〔断定的推量〕（～にちがいない）
　ではこれらを過去形にするにはどのようにすればよいのでしょうか？
　ｍｕｓｔの言い換えとして，ｈａｖｅ　ｔｏがありました。ｈａｖｅを過去形にして，
「ｈａｄ　ｔｏ」とすれば，⒜〔義務〕の過去形として用いられます（～しなければなら
なかった）。では⒝の過去の意味（～だったにちがいない）はどのようにすればよいので
しょうか。ｍｕｓｔには（ｃａｎに対してｃｏｕｌｄのような）過去形がありませんでし
た。そのために，助動詞の後に単なる原形ではなく，「完了形」の形を続けることで過去
を示すようになりました（この考え方は重要です）。　
  ＭＵＳＴ
 　現在　を表す形
 　　　過去　を表す形


 義　　　務
 (must:have to:has to)
 　　　ｈａｄ　ｔｏ原形


 断定的推量
 　　ｍｕｓｔ＋原形
 ｍｕｓｔ＋ｈａｖｅ＋過去分詞形


②この形が意味すること　
　⒜過去のことに対する推量　　　　　　　　　　　　　
　助動詞の後に完了形（ｈａｖｅ＋過去分詞形）を続けることにより，その完了形の部分
は『過去の状態・行為』を表します。
　 (ⅰ)My mother must have been beautiful when she was young.
　　　（母は若い頃は美人だったに違いない）♡いいですね。少し自慢できますね？
　 (ⅱ)Tom cannot have said that he loved Mary.
　　　（トムはメアリーのことを好きだと言ったはずがない）
　⒝過去において実現しなかったことへの非難・残念の気持ち
　次の対話文を見て下さい。
　A: Did you watch the soccer game on TV yesterday ?
　B: No, I didn't.
　A: Oh, really ?  You should have watched it.  It was exciting.  
　Ｂさんはサッカーの試合を見ませんでした。そのことに対してＡさんは「見るべきだっ
たのに。すごかったんだよ」と付け加えているのです。つまり，Ｂさんが『過去において
見なかったことに対して残念でした』という気持ちを，Ａさんは述べているのです。
　 (ⅲ)You need not have studied English harder.  Our English teacher was absent. 
　　　（一生懸命英語の勉強をする必要はなかったのに。先生休みだよ。）
③この形に用いられる助動詞の種類（やや難）
　「認識的用法」の助動詞は過去のことを述べるために「完了形」を続けることが多い。
つまり，ｍａｙ（～かもしれない），ｍｕｓｔ（～にちがいない），ｃａｎｎｏｔ（～の
はずがない），ｓｈｏｕｌｄ〔ｏｕｇｈｔ　ｔｏ〕（～のはずだ）などの助動詞。
　「非認識的用法」の「義務・必要」を表すｓｈｏｕｌｄ〔ｏｕｇｈｔ　ｔｏ〕，ｎｅｅｄ
ｎｏｔに完了形が続くと「～すべきだったのに（しなかった）」，「～する必要がなかっ
たのに（した）」という意味で用いられる。最初は「前後関係」から理解してみて下さい。
⑵　慣用表現（その２）
⒜ｍａｙ　ｗｅｌｌ　原形（～するのももっともだ）
　She may well get angry with you.（彼女が君に腹を立てるのももっともだ）
　= She has good reason to get angry with you.
⒝ｍａｙ　ａｓ　ｗｅｌｌ　・・〔ａｓ～〕〔～するくらいなら〕・・した方がいい）
　You may as well study Chinese as study French.
　（フランス語を勉強するくらいなら中国語を勉強した方がいい）
　（注）might as well ・・・ as ～もほぼ同様の意味で用いられることがある。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
●従属接続詞のａｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　従属接続詞ａｓの後には，「完全な文」を続ける。このａｓには「比例（～につれて）・
時（～する時）・理由（～なので）・様態（～のように）」などの意味がある。
　As he is sick in bed, he cannot come to school. 〔理由〕
　（彼は病気で寝ているので，学校には来られない）
●ｇｅｔ　ｔｏ原形　
　ｃｏｍｅ　ｔｏ原形と同じく「～するようになる」の意味がある。
　As we meet words more frequently in different situations, we get to know them
 better.（いろいろな状況で単語に回数多く出会うにつれて，その単語をよりよく理解するようになります）
